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第4回国際極年への道
わが聞の南極観測が， 1957～58年に実施
された国際地球観測年（IGY）·を契機に始
められたことは， ご承知のとおりです。 地
球観測年は， それまでに2間企閣された国
際棟年 (IPY） の継続と考えられ， その意
味で，第3回岡際極年と位置づけられてい
ます。 そのIGYから50年後の2007 ～09年
に第4回概年が計回芯れています。
間際極年は， 南北岡櫨地での概測を間際
協力の下に推進する年で、す。 IGY も
んどいてっしょ日植地の調盛をしましょ
うJというよりは，もう少し協連・櫨雑な
背最を伴っています。
過去 3 聞の IPY に加えて， 計箇中のも
のをあわせると， 間際極年は合計4回企画
されています。 4回の IPY は， 125年とい
う長い時間スパンに展開されています。 そ
の問，社会的背最は大きく変還し，技術は
格段に進捗しています。間際極年の意識も，
このような状況にあわせて変わってきてい
ます。
それぞれの悶際楓年が， どのよう
され， 何が臨搬の目的とし
おれ，いかなる成果が得られたのか
�， 取りまとめてみましょう。
伊藤
（悶立極地研究所）
1 第 1 回国際極年（ 1882～83年）
この頃（日本では明治の初めです）， 北
極はまだ「人類未踏の地Jでした。北極点
やその周りには， はたして陵が存恋するの
か？それとも， 北極にはただ海が広がって
いるばかりなのか？このようなことさえも
知られていませんでした。
学術的に米知の地城だったのは古うまで
もありませんo 人間が撤も行ったことがな
いのですから， ． どのような棚測も
りませんでした。北極は，
米知であるがゆえに 興味槻い地峨
で、した。
北極は，技術的に近づきがたいがために，
未踏の地として残っていました。 たとえ，
北極に興味を持ち，北極で、の観測を思い立っ
た人が賠たとしても， いざ観測を実施する
のは容易ではありませんo特に， 単独の機
関や園が独力で観測を行おうとすれば， 多
大な困難を伴います。
国際的な共同事業として， 北極点を取り
囲むようは， 複数の観測所（最低8箇所）
を設置する。 それぞれの観測所で， 同一機
繍 ・ 同 …手法により， 問時縦統観測を1年
間にわた wっ て， 挺施する， という構想が締
おれまし
この計聞は回附榔年（International
Polar Year）と名づけられまし
らシリ…メ
、
として合間�れたわけで、 はない
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ので，鱗 1 聞という番号は付いていません。
という概愈自体が新しい
議じ
したうも例がある
この時には， 地球上に脱閉した44筒所の棚
測所で地球繊場の問時概糊が行われました。
観測所はすべて低中練度に配置されていま
した。北極地域での観測は行われていませ
んo
国際極年の観測所は間際的な協力で運営
されることになりました。ただ， 国際共同
とはいっても， 一つの北極観測所を複数の
閣が共同で， 設置・運営するという計闘で
はありませんO
それぞれの観測所は， その地点がどの
るかどうかに捉われずに， 捗加
11カ聞のいずれか一つに侃おれました。側々
の観測所Tはなく， 観測所網が間際共同に
より椛概おれたことになりま
として大規概な観測合行う
という新しい手法を確立したことは， 鮪 1
凹間際極年の成果のーて〉として評価するこ
とができます。
観測；頃自の中心となったのは， 気象・地
磁気の観測です。副次的なものとして， 地
球物理学の他の諸項目， 生物学， 地質学に
ついての観測が挙げられています。
第 1 回国際極年は「未知の地域である北
極において， 初めて， 系統だ
、
った学術的な
資料を収集する」ことにありました。所定
の成果を挙げたと評価されています。
なお， ここでいう植地とは北極に限定さ
れています。l靭概での観測が議擦であるこ
と， 糊概にも観測所合蹴けるべ怠
と，l立時日指摘がれまし
の理由で、慌現していませんω 由時の技術で
は， 階楓地峨にi陵部観測所を維持すること
は不可能だと考えられていました。
南半球に 2 館所の観測所が設慌苔れてい
ますが， いずれも南緯55鹿付近に位慨し，
地とみなす澗 ’閣のよう
北J随， つまり植地での観測結県だけを
に入れても， それから捕縛できる事項は限
られています。中低緯度での観測結果との
対比により， はじめて， 有意義な知見が得
られます。国際極年に直接参加していない
日本にも， 国際極年の期間中， 国内で同種
の観測をするようにという要請がきましたO
ただ， 当時の日本では自然現象の観測と
いう行為自体が確立された概念ではありま
せんでした。誰も系統だって地球を調べた
ことがなかったのです。それで、も， あらゆ
る閣で先進悶に追いっこうと部力していた，
新生の明治政府は，
も，
(1875年）， 躍力測地（1880年），
地球磁場連続観測. (1883年） が始められて
います。 また， 日本地盤学金（1880年），
日本気象学会（1882年）が設立ちれました。
1877年には東京大学が開学しています。わ
が閣の近代学問は， 間際J臨年の落し子であ
ると雷つでも， 過言ではありませんo
2 第2回国際極年（1932-33年）
第 1 回国際極年で設置された観測所の大
部分は， 極年が完了した時点で閉鎖されま
した。しかし， 一 部の観測所はそのまま娩
されて， 観測が続けられました。
また， 第 1 悶悶際梅年の般に， いくつか
の拠点が北楓聞に投慨怒れましたの j部、船の
ど， 科学的な棚測世
間的としない拠点です。 このような
拠点で、も，それぞれの投慌目的に閑巡し
気象や榔識など築用に即した観測を提施し
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ていました。
l間間際概年で得られた資料金解析す
るうち， また， その般に押られた蹄々の概
もあわせて研概するうち，
は興味湘い地械であることがわかっておま
した。
鱗2間間際棟年の目的は「興味探い現象
が期待できる北楓において，系統だった学
術的な資料を収集する」ことは礎わってき
ています。「どのような現象が組こってい
るのかわからない北極において， ……」か
ら， 一歩進んだ姿勢です。
電離層物理学が追加観測項目として加え
られました O 実用化の瀧上であった熱線通
という実利にも結びついています。 北極
上空の貫主離眉を過過する過イ雷電波は中低締
肢から措借苔れ， 北植をはちんで民対側の
中低締鹿目的地に到瀧します。 北楓の電離
し
2間回附欄年では，
る観測所も北櫨観測所と間格とされま
1四国隙楠年の時にも， 中低緯肢に80簡
所ほどの観測所が配置されています。ただ，
これらはあくまで， 極年としては， 補助観
測所にすぎない， という扱いでした。
北極観測所の定義が拡接されたこともあっ
て， 前回の極年にくらべて， 多数の固が第
2回国際極年に直接参加できることになり
ました。 日本も， 当初から正式に参加を表
明した26カ聞のうちの一つですり
前聞は， 北極自体が未知の地であてコたの
で， 緯度以外のものを器単にして， 北極の
特徴を捗げることができませんでした。 北
憾とは溺締肢に位概する地域である， とい
ていただけでした。50年の
に， 知見が鈍欄怒れ，北械の｛執がいくら
か形をなして設ました。
北極の特徴の…つは謀ちです。特徴を指
標とした北概観測所も設閣されました。 日
も北極的な気象が苧強おれる地
られま
ら，75年泣くの期間にわたり，
r日本の北楓Jで観測が紙けられていま
2閑閑際楓年に隣して開設された，
士山閣の気象観測所が，第4間間際緊概年の
開催を待たずに閉鎖（無人イりされるのを
きびしく感じている人がいるかもしれませ
んo
第2四国際極年では， 北極閤という興味
深い対象を狙って観測しました。 ともかく
何かを観測しようという前聞の姿勢に比較
して， 学術研究の取り組み方が， この点で
大きな進捗を見せたと評価できます。
ただ， 間際共同事業という観点からは，
大きな戦争に披まれ， 粧済不問の年に当っ
， この時にも， 櫨地イ：コ ー ル北械の
ままでした。南緯50股（60既で、はない）以
南に20簡所の盟南極観測所の設置が計醐さ
れていました。しかし，諸般の事情じより，
主として財政的理曲とされていますが， 実
際に南半球に設置されたのは， やはり第1
四国際極年の時と同様， 2つの観測所に過
ぎませんでした。
3 第3回国際極年＝国際地球観測年
19世紀の初め， ナポレオン戦争が絡わっ
た時， 英国は余剰艦船と柴組員の処置は背
織しました。持然対戦する相事が膳なくな ωっ
たために生じた余剰兵力です。 この兵力を
話せて， 北間航路の問姉に向けること
になりまし
大間体からアメリカ大憾の北側合まわっ
て太平洋に盟る航路の開婚です。 航路を開
発でおれば， 清 一 口ツパから見でアジアが
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車近lこなります。平和問的の蝦の活用です。
もしも，ブランクリン卿の悲劇が般こらな
ければ，あるいは，もっと早期に北間航路
れたものと思われま
間隙概年の主題は錦l聞の「米知の植地
を欄ベるJから第2聞のr興味概い植地を
調べるJへ発展しました。第3聞では， さ
らに「地球を調べるにあたって，重要な要
素である極地を調べるJにまで進められて
きました。名称、も平:l:Jaな第3四国際極年で
はなく，間際地球物理年という別称が好ん
で用いられました O
なお，間際地球観測年という翻訳は日本
語独特のものです。何らかの意闘が感じら
れます。 きっと，貯意の搭：聞です。（械年
は，説明的に暁現すれば植地観測年で、す。
間際地球物四年も岡附地球物珊欄測年の街
，日
いたと舘い版ること
2 間間際J臨年以降の25年に（ここだけ
50 年で、はありません），地球に関する知見
がたくさん集められました O 櫨 地は，それ
自体興味深いだけではなく， 自然現象を 地
球全体のシステムとして考えたときjその
嬰となるような重要地域であることがわかっ
てきました o
また，この 25年間には第 2 次世界大戦が
含まれていて，箪事的な要請から観測機器
の発遣が飛躍的でしたり 戦時に開発された
新しい機器や観測技術を活用して，地球全
体を徹底的に観測したい。特に，キ也．．．．．． 
でありながら，比較的観測が渡れている械
地での観測日漉点在蹴急たい。.50年おきと
いうノtタ … ンから
なら余剰兵力がある。飾3聞の間際緊椛年と
いう形で，悶階共同観測金提摘しよう，と
いう慌嫌がなされました。
第3問困際概年で，新しく追加された観
測調聞に，ロケット観測があります。地球
合体を観測するとい
らだけではなく，
このように，観測対識ではなく，観測網
台を名称にした鯛測項目の提唱自体が新鮮
でした。すぐ後に，人工衛鹿学という，架
台そのものを看板に掲げた学問分野が登場
しますが，その前触れでもありました。
第3四国際極年の最大の特徴は，南極で
の本格的な観測が初めて実施されたことで
す。南棟観測の震要性，必要性は以前から
繰り返し指摘されていました O しかし，そ
れまでの設営技術では， 安全に観測を 実施
する目処が窓ちませんでした。
2 次世界大戦は，剛雄物として，観測
機部の関知だけではなく，
をももたらしました。ょう
観測が可簡になィコた
日本でも大戦中，軍事目的で， 機器や技
術の開発に力を 入れていました。開発岱れ
た新しい機器や技術は，極地という過酷な
環境で観測を実施するのに活用できそうで
す。また，敗戦闘が世界の…員として後帰
する のに，第3間間際櫨 年は，願つでもな
い機会でした。 日本は，閣をあげて，国際
極年に参加することになりました。
ロケット観測の分野では， 日本独自の発
想日基づく，間体燃料多段式のカッパー型
口ケット開発が始められました。1955年に
はペンシルロケット発射試験（東京）が行
われ，1958年には，錦3悶悶際概年の観測
として，カッパー 6 盟の口ケットが打ち
げられました（秋田）（間 一 1 ）。
向
上げに成功しているのに比較す
れば，少し水を開けられている！創立百めま
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回一1 第3四国際極年に参加した日本はロケット観澗の
分野でも賞献した。秋田県道川において 咽 ·1958年
6月，件VI型口ケットの発射に成功した。
（出所：独立持政法人 宇宙航空研究開発機構
宇苗科学研究本部）
せんが， 第3 間関際組年を女子機として，そ
の後目覚しい飛躍を漕げ るわが聞の口ケッ
ト関連技術の研党が始められたことは，
れな りに静価おれまし
3間間際緊棚 年に慨して，日
地合間股し，l輔概醐測合開始したことは，
ら，よくご都知だと思い
ま
1955年に，l萌櫨観測の掩施を表明した日
本は，盟年，第一次南極観測！離を柴せた観
測船「読谷」を送り出しました。
第一次南極観測隊は，1957 年 1月に昭和
基地を 開設し（図－ 2 ），同年7月 1日に
始まる第3回国際櫨年に向けて，越冬 観測
を開始しました。
4 第 4 回国際極年
2003 年2月に，国際科学会識（！CSU)
は，2007 ～08 年に第4四回際概年を開催す
ることを槻濃い計閥グルーブを殻蹴しま
した。2007 ～08 年は筋3問問慨撤年から50
になりま十 。鱗l聞から
2聞からは何年の問附合置いていま
グル … ブは，各聞や悶附機関などと
協力しながら，準備を進めていますの 2004 
闇 － 2 第3回国際槌年に番手加した日本は南極での観澗を
行った。越冬観iftlJのために 司 1957年1月 噌 東オン
デル島に昭和基地を開設した。
年10月には研究計闘の大枠が決まり， それ
に合わせて実施委員会が組織される予定で
す。
こういった悶陪動向を受けて，日本も国
際榔 年に審加する窓思 を農明しました 0
2004年3 月日は， 日本学術曲輔の中に第4
ための問内投民合が蹴けられ
ような観測計闘が立鍛されてい急，
どのような形で提行に移され るのか，湘し
みです。 こうい φ た進展については，状況
がその都度発表されていくと思わ れます。
ここでは，国際櫨年の持つ意義について，
側面から，考えてみます。
4. 1 半世紀
人生50年というのは，信長の時代のこと
で，今では皆様もっと長生きです。ただ，
一生のうちで元気に学術活動に携われ る期
間は阻られています。国際極年に直披差益加
できる年齢の目安として，博士課程の学生
を下限lニ，閣成大棋の現官を 上限に取り，
してみましょう。
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の う ち …肢も間際櫨年に議長加する機合があ
り ません。
怒 る年齢の研究
まれていま
たりません。 瀞加 し た
く て も でき な い年に生まれた人の分まで繍
膿ら ねばな り ません。
地球と いうす ば ら しい感恩 に住んでいる
こ とを， そして， 極地がその惑濫の特徴を
顕著にあらわしていること を ， 私た ち は忘
れがち です。 せめて時々 は， それを思い出
したいものです。50年 に 一度という国際極
年は， ち ょ う ど良い機会です。 幸い， 国際
概年 に間接的に参加することは， 老若に関
係なく可能ですの
研究者が観測するのを観僻しているだけ
で， 十分な知見が得られま
かなりの散の人々 ， づまり
人は， 一 生のう ち に ， 少なくと も
くても 3 既Tす ！ ）
きます。 間際櫨年を金問している人々 も，
に力 金 入れたい
と の窓向のようです。 メ ヂ イ アの技術も錯
しています。 安楽椅子 や ， コ タ ツ の中で
困際極年 に参加 でき る 時代 に なりました 。
4 . 2  駆動力
空腹は物事の原動力です。 日本では， 奇
数回の国際極年 は盛り上がりました o 国を
挙げての事業として， 推進 し たからです。
長い鎖国の後や， 構ニ次大戦の後， 国際社
合 に対等の位置を確立す る ための貯機 と し
て， 国際極年が活用 さ れ ま し た 。
l 聞の時 には， ブ ラ ン ス で大使が受現
した悶際的な協力都舗が， 臨 ち に政府
れ， 悶隙搬部への対応、 は 「上からJ
われま し た 。 鯛 3 聞の時にも，
を過して， 政府が械J憾的に動 き まし
第 4 凹に際しては， 命のところ ， 下の方
で研究者が準備を開始しているだ；け です。
政府は
えて， 附の地イ立を向上 怒 せた いという
性が， あまり強く な い よ う です。
第一次大戦の戦勝閣として， 岡崎的 に 十
分安定し た状態にある と いう判断日器づい
て いたの でし ょ うか。 バブル は弾けでも，
日本は大闘で あるという意識があるた め で
し ょ うか。 何もしなくても， このまま間際
的に安楽 な 生活を送れるという幻想がある
のでし ょ うか。 偶数 ・ 奇数という周期だか
らといって， あきらめてしまってよいも の
でし ょ う か ？
4 .3 北極
1 聞， 筋 2 回悶際概年の時には， 北榔
が， すなわち 楓地で ありま し
制測が加 えられた のは， 郷 3 聞か ら
3 聞から 日本 も 南極観測 を 始め ま し
国際轍年での商植観測に瀞加しま した 。
しかし， 商権観測 に企力 を 尽 く し た ために，
余力が残 り ませ ん で し た 。 錨 3 凹 では， 日
本は北極で の観測を行っていませんO
第 1 !ID， 第 2 阻の時には， 日本は南北ど
ち らの極地でも観測を 行ってい ま せんo つ
まり， 今まで 3 四の国際極年において， 日
本は一 度も北櫨での観測を行ったこ と があ
り ませんO
うっかりして， 第 4 叩 でも北極での観測
を忘れている と ， 北半球に位置する 大国と
して大央餓です。 過にいう と， 維でも， しっ
かり構備をすれば， 間際誇搬年 において， 膝
史上初めて北楓で、観測 告 し た 日本人 になる
ャ ン ス がめりま
あ と 3 年見ら
り ます。
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